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ウェザーニューズのゴール

70億人の情報交信台
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２７期、第四成長期の１年目

■第四成長期の期間

2012年6月（第27期）～2022年5月（第36期）2012年6月（第27期）～2022年5月（第36期）

■経営上のテーマ

革新性革新性

■経営上の重点項目

１：航海気象の１万隻へのＯＳＲサービス展開１：航海気象の１万隻へのＯＳＲサービス展開

２：空と陸の交通気象のグローバル展開

３：ウェザーリポーターネットワークのグローバル展開
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第四成長期の経営上の重点項目

重点事業（交通気象、モバイル・インターネット）は継続。

革新的なインフラ展開はマーケットと併走。革新的なインフラ展開はマ ケットと併走。
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交通気象で成長 イ イ タ ネ トで課金収入 減少

27期通期レビュー：連結業績

交通気象で成長。モバイル・インターネットで課金収入の減少
し、前期比増収。

（百万円）

１万隻のOSRサービス拡大のスタッフ強化があるものの、為替
差益により、純利益ベースで前期並。

第26期
(11 06～12 05)

第27期
(12 06～13 05)

増減

（百万円）差益により、純利益ベ スで前期並。

(11.06～12.05) (12.06～13.05)

売上高
(B B 法人向け市場)

12,911
(6 241)

13,007
(6 572)

96
(330)(B to B 法人向け市場)

(B to S 個人向け市場)

(6,241)

(6,670)

(6,572)

(6,434)

(330)

(▲236)

営業利益 2,903 2,696 ▲207

経常利益 2,788 2,760 ▲28

純利益 1,719 1,724 5
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27期通期レビュー：売上

売上はB to Bの重点事業である交通気象が牽引。
全体で0 7％増
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B to B売上

B to Bで

4,000 
5.3%増

2,000 

0 
25期 26期 27期

（百万円） -5-



27期通期レビュー：B to B市場

重点事業（交通気象）が前年同期比7.3％成長し、
B to B全体で5.3％成長。

7,000 

B to B全体で5.3％成長。
B to B全体で

5.3%増

5 000

6,000 
その他B to B

交通気象

4,000 

5,000 

7.3%増

3,000 

2,000 
重点事業重点事業

1,000 （交通気象）（交通気象）

0 
25期 26期 27期

（百万円） -6-



従来型OR(O R i ）から

27期通期レビュー：海の交通気象（航海気象）

従来型OR(Ocean Routing）から、
運航を 適化するOSR（Optimum Ship Routeing）への切

OSR以外売上

OSR売上

り替えが進む。
3000

2500

1500

2000

1000

26期 27期

0

500

24期末 24期中 25期末 26期中 26期末 27期中間 27期末 28期中間 28期 26期 27期

OSRサービス提供隻数の変化

OSR展開が順調に進む 方 海運不況や航路再編の影響により航海数が減少

期末 期中 期末 期中 期末 期中間 期末 期中間 期

航海気象サービスの売上変化

OSR展開が順調に進む一方、海運不況や航路再編の影響により航海数が減少。
全体で航海気象の売上は、前期同様の水準となった。
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27期通期レビュー：空と陸の交通気象

航空気象は、アジアのLCCにサービス拡大。
鉄道気象は、雨量計の間をすり抜けるゲリラ雷雨対策の鉄道気象は、雨量計の間をすり抜けるゲリラ雷雨対策の
ため、解析雨量を用いた運行管理規制支援サービスの提
供が拡大供が拡大。
道路気象はアジアへのサービスの試験展開を開始。
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スマ トフ ンへの移行に伴う課金体系の多様化により

27期通期レビュー：B to S市場

スマートフォンへの移行に伴う課金体系の多様化により、
モバイル・インターネットは4.7％減、B to S全体では3.5％減。

7,000 その他B to S

6,000 
モバイル・インターネット

3.5％減

4,000

5,000 

3,000 

4,000 

4.7％減

2,000 重点事業
（モバイル・インターネット）

重点事業
（モバイル・インターネット）

0 

1,000 
（モバイル インタ ネット）（モ イル インタ ネット）

25期 26期 27期（百万円）
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27期通期レビュー：B to S市場（個人・分衆向け）

ウェザーニュースタッチ
ダウンロード数

感動を共有するコンテンツが
サポーターから支持

12,000,000 

ダウンロ ド数 サポ タ から支持

10,000,000 
1,000万DLを突破

6 000 000

8,000,000 

4,000,000 

6,000,000 

2,000,000 

0 
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4
月

7
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月

1
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月
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月

4
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7
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月

1
月

4
月

7
月

1
0
月

1
月

4
月

80歳でエベレスト登頂に成功した
三浦雄 郎さんを 緒に応援2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 三浦雄一郎さんを一緒に応援
流星は有料サービスも開始。

2009年 2010年 2011年 2012年 2013年
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革新的インフラ展開

アジアのインフラ展開TSUNAMI Radar

アジアへのインフラ展開開始
空港周辺のライブカメラ

TSUNAMI Radarは東海・東南
海・南海地震の被害想定エリア

空港の気象観測インフラへ２４箇所へ展開
-11-



28期の取り組み
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28期の取り組み：航海気象

OSR以外のサービスを利用する既存顧客や、顕在顧客へ
のOSR展開を狙い 欧州とアメリカでは営業体制を強化のOSR展開を狙い、欧州とアメリカでは営業体制を強化。
日本、アジアは３日以内沿岸航海を支援するCSR展開。

OSRを提供
（1,600隻）当社以外を利用 （1,600隻）

（4,000隻）

OSR以外の当社サービスを利用
（4,400隻）

OSR対象の１万隻の内訳
日本・アジアで展開するCSR -13-



28期の取り組み：航空・道路・鉄道気象

航空気象は、ドクターヘリなどのGA市場へFlight Watchサー
ビス展開ビス展開。
道路気象は、日本で培ったノウハウを元にアジアへ。
鉄道気象は 通告サポ トサ ビスを展開鉄道気象は、通告サポートサービスを展開。
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28期の取り組み：海上・ダム気象（新重点事業）

日本において、ライフインフラ気象である「海上気象」と「ダ
ム気象」を新たに重点事業とし 革新的インフラをベースにム気象」を新たに重点事業とし、革新的インフラをベ スに
した価値創造サービスを展開。
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28期の取り組み：B to S市場（個人・分衆向け）

◆有料会員を増加する施策

らくらくウ ザ ス• らくらくウェザーニュース

→ 間もなくリリース→ 間もなくリリ ス

◆グローバル展開を開始

グロ バルアプリのリリ スとグロ バルプラット• グローバルアプリのリリースとグローバルプラット
フォーマーとの協業（API公開）協業（ 公開）

→秋以降を予定

ウェザーリポーターネットワークの
グローバル展開
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北極海 海氷を観測する民間初 超小型衛星「WNI衛

革新的なインフラ・技術への取り組み

• 北極海の海氷を観測する民間初の超小型衛星「WNI衛
星」は、2013年11月にロシアから打ち上げ。

2013年の北極海の海氷域面積は過去 小、2013年の北極海の海氷域面積は過去 小、
北東・北西航路とも史上 も早く開通の見込み
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革新的技術・インフラの取り組み

今後 グ 展開を更に加速させるために 気象今後のグローバル展開を更に加速させるために、気象の
Visualizationに特化したイノベーションセンターをアメリカに立
ち上げ予定。
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引き続き 航海気象（OSR） グ 展開

28期の計画・見通し

• 引き続き、航海気象（OSR）のグローバル展開
• 空・陸の交通気象は、無常識なインフラと並走型でアジ

ア展開を加速

27期 28期 増減

（百万円）

27期
(2012.6-2013.5)

28期
(2013.6-2014.5)

増減

上半期 通期
上半期
（ ）

通期
（ ）

（通期比）上半期 通期
（計画） （計画）

（通期比）

売上全体 6,072 13,007 6,200 13,500
493(B to B 法人向け市場)

(B to S 個人向け市場)
(2,949)
(3,123)

,
(6,572)
(6,435)

(3,300)
(2,900)

(7,300)
(6,200)

493

営業利益 1,181 2,696 1,200 3,000 304

経常利益 1,177 2,760 1,200 3,000 240

純利益 739 1,724 750 1,850 126
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株主サポーターへの還元

当社の経営理念

高貢献 高収益 高分配高貢献、高収益、高分配

期末配当30円、
年間配当50円に増配
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